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平成 21年度　熊本学園大学一般入学試験 (A日程)

数学 I・数学 II・数学A

1. (1) ICチップ上の半導体数は，18ヶ月ごとに 2倍になるというムーアの法則が成
り立っているという。この法則がこれからもずっと成り立つとすると，ICチッ
プ上の半導体数が現在の 64倍になるのは，何年後か。

(2) アルファベットの小文字のうち oを除く 25文字で，16桁のコンピュータ用
ユーザ名を作るとき，できるユーザ名の数は何桁になるか。
ただし，log10 2 = 0.3010として計算せよ。

2. a2 − 4b2 = 13をみたす自然数 a，bの組を求めよ。

3. 放物線 y = x2 − 4x + 7について，以下の問いに答えよ。

(1) 点 (1, 4)で放物線と接する直線 `の式を求めよ。

(2) 直線 `と x軸の交点を通る，放物線のもう一本の接線mの式を求めよ。

4. 三角形ABCは，∠A = 60◦，辺AB = 6，辺AC = 4である。辺BCを 2等分する
点D，辺ABを 1 : 2に内分する点E，辺ACを 3 : 1に内分する点Fをとり，AD，
DE，EFを線分で結ぶ。このとき次の問いに答えよ。

(1) 辺BCの長さを求めよ。

(2) sin Bを求めよ。

(3) 三角形BDEの面積 S1を求めよ。

(4) 四角形CDEFの面積 S2を求めよ。

5. 以下の命題の真偽を述べよ。

(1) zと zが互いに共役な複素数であれば，z2 + z2 + z·zは実数である。
(2) 方程式 x2 − ax + b = 0が方程式 x2 + ax + 2a− b− 6 = 0の 2つの実数解よ
りそれぞれ 1小さい 2つの解をもつならば，a = −1，b = −2である。

(3) 実数 x，yについて |x |+ | y | 5 1であるならば，x2 + y2 5 1である。

6. 放物線 p1 : y = x2 − 4x + 1を x軸方向に 2，y軸方向に−4平行移動した放物線
と x軸に関して対称な放物線 p2について以下の問いに答えよ。

(1) p2の方程式を求めよ。

(2) p1と p2の 2つの交点を通る直線 `の方程式を求めよ。

(3) p2と `で囲まれる領域の面積を求めよ。

7. 1から 9までの整数からそれぞれ違う 3つの整数を取り出した時，その 3つの整
数の和および積がそれぞれ偶数となる確率を求めよ。
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解答例

1. (1) 64 = 26であるから，64倍になるのは

18× 6ヶ月 すなわち 9年後

(2) ユーザ名の数は 2516

log10 2516 = log10 532 = 32 log10

10

2

= 32(log10 10− log10 2)

= 32(1− 0.3010) = 22.368

22 < log10 2516 < 23 であるから 1022 < 2516 < 1023

よって，2516は 23桁の数

2. 与式より (a + 2b)(a− 2b) = 13

a，bは自然数であるから，a + 2b，a− 2bは整数である．
また，a + 2b > 0，a + 2b > a− 2bであることに注意して

a + 2b = 13 かつ a− 2b = 1 これを解いて a = 7, b = 3

3. (1) y = x2 − 4x + 7 を微分して y′ = 2x− 4

x = 1のとき y′ = 2·1− 4 = −2

よって，`は点 (1, 4)を通り，傾き−2の直線であるから

y − 4 = −2(x− 1) すなわち y = −2x + 6

(2) `と x軸との交点の x座標は

−2x + 6 = 0 ゆえに x = 3

点 (3, 0)から放物線に引いた接線は，接点の座標を (a, a2 − 4a + 7)とおく
と，接線の傾きは 2a− 4である．

ゆえに，接線の方程式は

y − (a2 − 4a + 7) = (2a− 4)(x− a)

すなわち y = (2a− 4)x− a2 + 7 · · · 1©
この直線が (3, 0)を通るから

0 = (2a− 4)·3− a2 + 7

整理すると a2 − 6a + 5 = 0

すなわち (a− 1)(a− 5) = 0

もう一本の接線について，(1)に注意すると a 6= 1 ゆえに a = 5

これを 1©に代入して y = 6x − 18
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4. (1) 4ABCに余弦定理を適用して

BC2 = 42 + 62 − 2·4·6 cos 60◦

= 16 + 36− 24

= 28

BC > 0 であるから BC = 2
√

7

　

A B

C

F
D

E

60◦

6

4

(2) 4ABCに正弦定理を適用して
BC

sin A
=

CA

sin B

ゆえに
2
√

7

sin 60◦
=

4

sin B

よって sin B =
4 sin 60◦

2
√

7
=

√
3√
7

(3) DはBCの中点であるから，(1)の結果から BD =
1

2
BC =

√
7

EはABを 1 : 2に内分する点であるから BE =
2

3
AB = 4

これらと (2)の結果より

S1 = 4BDE =
1

2
BD·BE sin B =

1

2
·√7·4·

√
3√
7

= 2
√

3

(4) 4ABC =
1

2
AB·AC sin A =

1

2
·6·4 sin 60◦ = 6

√
3

EはABを 1 : 2に内分する点であるから AE =
1

3
AB = 2

FはACを 3 : 1に内分する点であるから AF =
3

4
AC = 3

4AEF =
1

2
AE·AF sin A =

1

2
·2·3 sin 60◦ =

3
√

3

2

これらと (3)の結果から

S2 = 4ABC− (4BDE +4AEF)

= 6
√

3−
(

2
√

3 +
3
√

3

2

)
=

5
√

3

2
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5. (1) Z = z2 + z2 + z·z = z·z + z·z + z·zとおくと

Z = z·z + z·z + z·z
= z·z + z·z + z·z
= z·z + z·z + z·z
= z·z + z·z + z·z = Z

このとき，Z = Zが成り立つので，Zは実数である．

よって，真である．

(2) a = −1，b = −2を 2つの方程式 x2−ax+ b =および x2 +ax+2a− b− 6 = 0

に代入すると

x2 + x− 2 = 0， x2 − x− 6 = 0

第 1式の解は x = −2, 1，第 2式の解は x = −2, 3

第 1式の実数解は第 2式の実数解よりそれぞれ 1小さい 2つの解をもたない
ので，偽である．

(3) |x | + | y | 5 1の表す領域を P とすると，P は 4点 (1, 0)，(0, 1)，(−1, 0)，
(0,−1)を頂点とする四角形の内部とその周である．x2 + y2 5 1の表す領域
をQとすると，Qは中心が原点で半径 1の円の内部と周である．

したがって，P ⊂ Qであるから，真である．
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6. (1) p1を x軸方向に 2，y軸方向に−4平行移動した放物線は

y + 4 = (x− 2)2 − 4(x− 2) + 1 すなわち y = x2 − 8x + 9

これをさらに x軸に関して対称移動した放物線 p2は

−y = x2 − 8x + 9 すなわち y = −x2 + 8x − 9

(2) p1 : y = x2− 4x + 1，p2 : y = −x2 + 8x− 9の共有点は，この 2式の連立方程
式を解いて (1,−2), (5, 6)

この2点を通る直線は y−(−2) =
6− (−2)

5− 1
(x−1) すなわち y = 2x − 4

別解¶ ³

p1と p2の辺々を加えて x2を消去すると

2y = 4x− 8 すなわち y = 2x − 4
µ ´

(3) p2と `で囲まれた区間 1 5 x 5 5において，p2が `の上側にあるので，求め
る面積を Sとすると

S =

∫ 5

1

{(−x2 + 8x− 9)− (2x− 4)}dx

= −
∫ 5

1

(x− 1)(x− 5)dx

= −
(
−1

6

)
(5− 1)3 =

32

3

7. 9個の整数から 3つ取り出す場合の数は 9C3 =
9·8·7
3·2·1 = 84 (通り)

［1］3つとも偶数であるとき 4C3 = 4 (通り)

［2］2つが奇数で，偶数が 1つであるとき

5C2 × 4C1 =
5·4
2·1 × 4 = 40 (通り)

3つの整数の和が偶数となる確率は
4 + 40

84
=

11

21
3つの整数の積が奇数となるのは，3つとも奇数のときで

5C3 =
5·4·3
3·2·1 = 10 (通り)

ゆえに，3つの整数の積が奇数となる確率は
10

84
=

5

42
3つの整数の積が偶数となるのは，この事象の余事象であるから

求める確率は 1− 5

42
=

37

42


